	
	
	2017.2.7改定
※決裁後→ｓｓ→経理→ＴＱＭ保管



研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　青南病院　　　　　　職　種　看護師　　　　　氏　名　高橋則行

	期　　間　　平成　30年　1月　11日　～　平成　30年　1月　12日

	出張目的　災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）研修会への参加

	出 張 先　アスパム4階奥入瀬

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【１日目】
1.青森県の防災計画
青森県の地域防災計画は防災組織である災害対策本部を大きく見直しをした。また、災害応急対策として保健医療総合調整の見直しを行った。
　地震・津波のタイムラインは、時間経過ごとに各フェーズに項目があり、推定される状況や態勢、情報収集、などに時間経過とともに分けられている。
　態勢区分は現在検討中であるが、準備態勢→警戒態勢（2号-1）→警戒態勢（2号-2）→非常態勢に分けられる。
　県の災害対策本部、災害対策本部運営マニュアル、対策班の対策班医療・被災者支援チームは現在検討中である
（考察）

　検討中であったり、見直し中であったりと、県の災害対策は新たな枠組みを作ったりとこれからであると思われる。地震や津波が発生した事や今後も大地震が予測される事もあり、それぞれの危機感や意識の高まりが、早急に災害対策に取り組んでいる状況が見て取れた。
2.災害現場における諸機関との連携
①ＤＭＡＴ
阪神淡路大震災の教訓と対策
　・災害医療を担う病院がなかった⇒災害拠点病院
　・急性期の現場における医療の欠落⇒ＤＡＭＴ
　・医療情報が全く伝達されなかった⇒ＥＭＩＳ
　・重傷者の広域搬送がなされなかった⇒広域医療搬送計画
　ＤＡＭＴ
　主な活動：本部活動、病院支援、医療搬送、現場活動
　構成メンバー：医師、看護師、業務調整員
②消防

　・緊急消防援助隊の制度
　・緊急消防隊の訓練状況
　・最近の緊急消防援助隊の活動
（考察）
ＤＭＡＴの主な活動や構成はＤＰＡＴと同じであり、災害医療の役割の中で、救命と精神医療が分けられている為、その組織図もほぼ同様である。緊急消防隊の制度や活動などを聞いていて、県や消防、警察、自衛隊など、それぞれの縦割りの行政が災害対策にどのように関われるのかが分かったが、それぞれのしがらみや、組織の体制など難しい面も考える事ができた。県の災害対策本部が統括し、調整するには、色々な面でハードルが高いと感じた。
3. 災害医療概論とＤＰＡＴの活動理念について
　・ＤＰＡＴ活動原則とサイコロジカルファーストエイド
　・ＤＰＡＴ活動における各職種の役割

（考察）
　災害医療概論とＤＰＡＴの活動理念、これまで計３回の研修に参加し、同じような内容の講義を受けてきたが、災害診療記録の標準化やＪ－ＳＰＥＥＤのシステムなど新たに追加された部分があり、熊本地震の課題から変化を続けている。
【２日目】
1.災害事例
　①熊本地震派遣時の活動
　②平成29年度大規模災害訓練
　③平成29年度先遣隊研修
（考察）
　熊本地震派遣時の活動は、家屋の倒壊の危険性がある場所もあったが、ほぼ収束に向かっている状況にあり、災害対策本部の活動が主であったが、Ｄｒが話していた、宗教的な張り紙をしている場所があり、埋もれていた精神障害者？を思わせる発言もあり、そういう視点の気付きも感じる事ができた。
2.災害時のロジスティック

（考察）
　複数回、受講したロジスティクス概論は捕捉されたり、詳細な説明があり、災害時のマネージメント、通信手段や情報システムの重要性など把握する事に繋がった。

3.災害演習

（考察）
　本部と４つのチーム、２つの被災病院で、演習が行われたが、少し時間が足りなくなり、急ぎ足で進めた感があった。機材の扱いや記録の仕方などを最初に詰めて置けば、良かったような気がした。
（まとめ）
　県の災害対策は、少し残念に思った。新しい事が盛り込まれず、今あるものの説明といった感じで目新しさがなく、このままで県の防災は良いのかと感じた。また消防隊の事も、縦割りの組織の難しさばかりが伝わってきたが、消防が自衛隊と警察の調整役を担っている事には、県の防災会議や災害対策本部が指示や統括をするべきのように感じた。ＤＰＡＴとしては、内容などにまとまりがあるように感じたが、県や消防隊など、他の組織が入る事で考え方の違和感を感じたり、価値観の違いを感じた。
これからの青森県は～と話していたので、諸機関との連携が今後上手く進んでいく期待したい。
ＤＰＡＴとして覚える事がたくさんあり、詰め込み感があり、最後の演習も機材等の使い方が分かっていなかったり、そもそもの役割を思い違いしているなど、詳細を説明し、フィードバックしながら少しずつ進めるか、単純に１例の手順のような、サンプル演習があれば理解が深まるように感じた。
最後に繰り返し、研修に参加している事で忘れかけていた、災害医療におけるＤＰＡＴの活動理念や連携などの知識を深める事ができた。あらためて県の災害対策を聞く事も、消防の緊急活動を知る事もできたので、病棟スタッフにも伝えていきたいと思う。
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